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リ
ー
ト
再
生
処
理
の
施
設
、
建
設
系
廃
木

材
の
破
砕
処
理
関
係
の
施
設
、
豆
腐
製
造

関
係
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
製
造
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
処
理
施
設
、
厨
房
機
器

関
係
、
希
望
が
あ
る
企
業
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
処
理
施
設
の
立
地
に
つ
い
て
話
が
あ
る
。

業
種
に
つ
い
て
は
、製
造
業
関
連
が
３
社
、

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
企
業
が
４
社
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。

　
宮
の
郷
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
関

す
る
考
え
と
し
て
は
、
す
ぐ
れ
た
立
地
環

境
と
低
い
分
譲
価
格
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近

く
、
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
な
ど
の
良
好
な
立

地
に
加
え
、
自
然
災
害
が
少
な
い
、
大
量

物
流
が
可
能
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
等
を

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
推
進
を
し

て
い
る
。

　
ま
た
、誘
致
対
象
企
業
に
関
し
て
は
、雇

用
機
会
の
拡
大
や
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

な
ど
も
重
要
な
点
で
あ
る
の
で
、
条
件
と

し
て
、
優
良
企
業
で
あ
る
こ
と
、
地
元
雇

用
等
に
も
つ
な
が
る
こ
と
、
循
環
型
社
会

を
形
成
す
る
社
会
環
境
に
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
に
配
慮
し
た
企
業
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
て
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、安
全
安
心
と
い
う
企

業
の
判
断
基
準
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、こ

う
い
う
の
も
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、誘
致

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
１
　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

　
　
ム
の
推
進
に
つ
い
て

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
施
策
が
全
国
的

に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。４
地
区
に

は
、観
光
資
源
や
地
域
資
源
が
多
く
あ

る
中
で
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
が
重
要
な
施
策
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
今
後
、
４
地
域
の
各
既
設
団
体
の

関
係
者
等
の
幅
広
い
階
層
の
方
々
を
対

象
と
し
た
連
絡
協
議
会
的
な
も
の
を
設

田
所
美
朗
議
員

立
し
て
、よ
り
一
層
地
域
の
活
性
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　　
産
業
部
長
　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
４
地
区
の
観
光
資
源

や
、
農
業
体
験
な
ど
を
生
か
し
て
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
団
体
、観
光
関
係
団
体

等
に
よ
り
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
、推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の

連
絡
協
議
会
を
編
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

現
在
、
本
格
的
に
、
里
美
地
区
の
中
で
も
ふ

る
さ
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
究
会
に
お
い

て
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
研
究

が
行
わ
れ
、新
し
い
発
想
の
も
と
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ
ま
で
の
活
動
や

皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
、里
美
地
区
の
ふ

れ
あ
い
館
や
プ
ラ
ト
ー
さ
と
み
等
の
交
流
施

設
を
拠
点
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
本
庁
に
お
け
る
推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、

農
業
、
観
光
な
ど
、
幅
広
い
推
進
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
の
で
、
今
後
、
産
業
部
、
支

所
の
組
織
、
機
構
見
直
し
の
中
で
、
十
分

に
検
討
を
行
っ
て
、
位
置
づ
け
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
２
　

設
計
委
託
及
び
工
事

　
　
等
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

　
　
に
つ
い
て

　
高
層
ビ
ル
の
耐
震
偽
造
な
ど
、設
計

委
託
及
び
工
事
等
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に

つ
い
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、委
託

及
び
工
事
発
注
業
務
の
仕
組
み
は
、担

当
課
か
ら
発
注
依
頼
が
契
約
管
財
課
に

あ
っ
て
、契
約
管
財
課
が
入
札
の
方
法

に
よ
り
発
注
す
る
。そ
の
成
果
品
に
基

づ
い
て
、
工
事
、
施
設
の
設
置
は
、
請

け
負
っ
た
業
者
が
設
計
仕
様
書
に
基
づ

き
実
施
し
て
お
り
、そ
の
工
事
及
び
施

設
の
設
置
が
設
計
書
ど
お
り
行
わ
れ
て

い
る
か
を
検
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、検
査
専
門
部
署
の
設
置
の
考
え

と
現
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　　
総
務
部
長
　
工
事
等
の
設
計
業
務
に
つ

い
て
は
、
社
会
の
分
業
化
が
進
ん
だ
こ
と

や
、
事
務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
ほ
と

ん
ど
委
託
を
し
て
い
る
。
建
設
工
事
や
設

計
業
務
委
託
の
入
札
、
契
約
、
検
査
は
、
主

に
契
約
管
財
課
で
行
っ
て
い
る
。検
査
は
、

完
成
検
査
の
ほ
か
に
、
中
間
検
査
、
あ
る

い
は
出
来
高
検
査
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

工
事
等
の
検
査
は
、
担
当
課
の
立
ち
会
い

の
も
と
に
、
契
約
書
そ
の
他
関
係
書
類
に

基
づ
い
て
、
工
事
等
の
実
施
状
況
、
出
来

高
及
び
品
質
を
検
査
し
て
い
る
。例
え
ば
、

設
計
業
務
委
託
の
検
査
は
、
主
に
成
果
品

と
し
て
の
設
計
原
図
等
の
種
類
や
数
量
等

に
係
る
検
査
と
な
る
が
、工
事
の
場
合
は
、

必
ず
現
場
で
延
長
、
幅
員
等
を
図
り
、
目

に
見
え
な
い
部
分
は
写
真
等
を
確
認
し
て

検
査
し
て
い
る
。

　
平
成
17
年
度
11
月
ま
で
の
契
約
件
数
は

２
１
０
件
、
合
併
前
の
平
成
16
年
度
同
期

の
契
約
件
数
１
５
４
件
と
比
べ
て
、１
・
36

倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

　
検
査
専
門
部
署
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

人
員
体
制
の
問
題
も
あ
り
、
今
後
の
研
究

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
工
事
等

の
検
査
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
慎
重
に

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
検
査
員
数
に
つ
い
て
は
、
検
査

の
都
度
２
名
を
指
定
し
て
検
査
し
て
い
る
。
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各
種
の
事
業
を
掲
載
し
た
都
市
再
生
整

備
計
画
を
作
成
し
、
年
度
ご
と
に
、
実
施

し
た
事
業
に
対
し
て
交
付
金
が
交
付
さ
れ

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
交
付

率
は
、
事
業
費
の
お
お
む
ね
４
割
程
度
で

あ
る
。従
来
の
助
成
制
度
と
の
違
い
は
、従

来
は
、
道
路
、
公
園
、
駐
車
場
、
そ
れ
ぞ

れ
に
計
画
を
し
た
も
の
で
、
今
回
は
、
さ

ら
に
市
町
村
独
自
の
提
案
事
業
を
組
み
合

わ
せ
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
助
成
制

度
で
あ
る
。
こ
の
整
備
事
業
に
活
用
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
単
独
事
業
の
補
助
交
付
金
事
業

と
し
て
は
、
地
方
道
路
交
付
金
事
業
が
あ

り
、
県
道
や
市
道
の
改
築
・
修
繕
事
業
に

対
し
て
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
交
付
率
が
55
％
で
あ
る
。
ま
た
、
街

路
事
業
の
補
助
事
業
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

国
と
地
方
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
国
の

補
助
金
制
度
が
交
付
金
制
度
へ
と
移
行
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
改
正
が
さ
れ
る
見
込

み
が
あ
る
の
で
、
新
規
の
事
業
採
択
の
可

能
性
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
事
業
採
択
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
県
と

の
協
議
を
実
施
す
る
中
で
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

が
合
併
特
例
債
の
採
択
要
件
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
年
中
に
権
利
者
と
と
も
に
、
実
施
に
向

け
た
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
１
　

水
郡
線
利
用
促
進
と

　
　
駅
周
辺
整
備
、
主
要

　
　
幹
線
道
路
の
整
備
に

　
　
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
太
田
線
利
用
促
進
の
た
め
に
３

駅
の
駅
周
辺
整
備
と
し
て
、
駐
車
場
・

駐
輪
場
の
整
備
の
考
え
は
。
ま
た
、
こ

れ
に
関
連
し
Ｊ
Ｒ
の
増
員
増
便
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
安
心
し
て
通
勤･

通

学
で
き
る
よ
う
国
道
３
４
９
号
か
ら
仮

称
木
島
橋
ま
で
の
主
要
幹
線
道
路
の
整

備
の
考
え
は
。
ま
た
、
小
島
町
と
那
珂

市
門
部
を
結
ぶ
木
島
橋
の
早
期
実
現
に

向
け
て
道
路
の
渋
滞
緩
和
等
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た

い
。

　
建
設
部
長
　
常
陸
太
田
駅
、谷
河
原
駅
、

河
合
駅
周
辺
整
備
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に

常
陸
太
田
駅
周
辺
に
市
で
整
備
し
た
駐
車

場
は
、
時
間
利
用
の
37
台
、
月
決
め
73
台
、

駐
輪
場
は
２
０
０
台
で
あ
る
。
ま
た
、
谷

河
原
駅
に
駐
輪
場
１
０
０
台
規
模
、
河
合

駅
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
50
台
規
模
の

整
備
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
利
用
促
進

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、地
元
の

要
望
や
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、利
用
状
況

等
を
確
認
し
、次
年
度
か
ら
県
が
実
施
す
る

県
北
臨
海
都
市
圏
都
市
交
通
戦
略
策
定
調
査

の
中
で
、水
郡
線
常
陸
太
田
市
内
３
つ
の
駅

の
駐
車
場
、駐
輪
場
の
整
備
の
必
要
性
の
位

置
づ
け
を
行
い
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
、

サ
イ
ク
ル
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
に
よ
る
水
郡
線
へ

の
利
便
性
の
向
上
と
利
用
促
進
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
関
連
し
て
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
南
部
地
区
の
中
で
、
谷
河
原

駅
周
辺
地
区
は
、市
道
の
磯
部
天
神
林
線
、

こ
れ
は
茨
城
県
の
合
併
市
町
村
幹
線
道
路

緊
急
整
備
の
支
援
事
業
と
し
て
指
定
を
受

け
て
い
る
の
で
、
今
年
度
中
に
概
略
設
計

を
行
い
、
早
期
に
工
事
に
着
工
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
河
合
駅
周
辺
地
区
は
、
南
部

地
域
の
東
西
を
結
ぶ
、道
路
網
の
整
備
・
拡

充
を
図
る
た
め
、
県
が
こ
の
地
域
の
道
路

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
こ
の
周
辺
地
区
で
は
、
常

陸
那
珂
港
山
方
線
を
は
じ
め
、
和
田
上
河

合
線
、
富
岡
玉
造
常
陸
太
田
線
の
改
良
拡

幅
工
事
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、今
後
も
、市

民
の
通
勤
・
通
学
、
買
物
等
、
市
民
生
活

向
上
の
た
め
、
こ
れ
ら
駅
周
辺
整
備
と
あ

わ
せ
て
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
２
　

宮
の
郷
工
業
団
地
誘

　
　
致
に
つ
い
て

　
現
在
、宮
の
郷
工
業
団
地
へ
進
出
計

画
申
請
中
の
企
業
が
２
社
、進
出
事
前

打
ち
合
わ
せ
企
業
２
社
の
う
ち
１
社
は

汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
、も
う
１
社

は
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設
の
計
画
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
基
準
ど
お

り
の
施
設
で
あ
れ
ば
、す
べ
て
ク
リ
ア

す
る
が
、
１
社
で
も
認
め
れ
ば
、
す
べ

て
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
進
出
可
能
に

な
り
、宮
の
郷
工
業
団
地
全
体
が
産
業

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
な
っ
て
し

ま
い
、
住
民
へ
の
安
全
性
な
ど
、
市
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て
し
ま

う
懸
念
が
あ
る
。企
業
誘
致
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
産
業
部
長
　
現
在
、
宮
の
郷
工
業
団
地

の
用
地
に
つ
い
て
、
県
事
業
推
進
課
と
引

き
合
い
、
あ
る
い
は
希
望
し
て
い
る
企
業

の
内
容
と
し
て
、
常
陸
大
宮
市
分
も
含
め

て
、
製
造
業
を
中
心
に
７
社
と
な
っ
て
い

る
。
１
つ
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク

石
　
拓
也
議
員


